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新
年
の
挨
拶

　

二
〇
二
四
年
の
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
二
、三
年
の
コ
ロ
ナ
禍
も
ど
う
に
か
一
段
落
し
つ
つ
あ
り
、
昨
年

は
ど
う
に
か
従
来
通
り
の
生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
る
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
で
色
々
な
大
会
・
行
事
が
再
開
さ
れ
皆
さ
ん
待
ち
焦
が
れ

て
い
た
方
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
昨
年
九
月
、
度
々
延
期
さ
れ
て
い
た
糸
東
流
の
世

界
大
会
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
久
し
ぶ
り
に
世
界
の
糸
東
流
の
愛
好
家
達
と
交
流
が
叶
い
再
開

の
喜
び
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
会
そ
の
も
の
も
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
イ
ワ
ン
会
長
初
め
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
皆
様
の
周
到
な
準
備

と
大
会
運
営
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
会
と

い
え
ば
勝
敗
に
拘
り
が
ち
で
す
が
、
参
加
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
は
試

合
そ
の
も
の
も
楽
し
ん
で
お
ら
れ
て
、
見
て
い
る
方
も
空
手
が
で
き
る

喜
び
を
享
受
で
き
ま
し
た
。
次
の
開
催
は
三
年
後
に
東
京
で
の
開
催
と

な
り
ま
す
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
大
会
に
負
け
な
い
よ
う
今
か
ら
準

備
が
必
要
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

各
国
の
レ
ベ
ル
差
も
年
々
縮
ま
っ
て
お
り
空
手
発
祥
の
地
と
い
う
こ

と
で
慢
心
す
る
こ
と
な
く
精
進
す
る
こ
と
が
必
要
と
も
感
じ
ま
し
た
。

　

例
年
申
し
上
げ
て
い
ま
す
が
、
選
手
諸
君
は
大
舞
台
を
め
ざ
し
目
の

前
の
稽
古
・
試
合
を
大
事
に
し
、
指
導
者
は
勝
負
だ
け
で
な
く
礼
節
を

わ
き
ま
え
た
一
人
の
人
間
を
一
生
懸
命
育
て
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
今
年
も
色
々
行
事
が
あ
り
ま
す
が
、
私
も
糸
東
流
空
手
道
を

糸
東
会
の
皆
様
と
共
に
普
及
に
専
念
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
ま
し
て
、
私

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

宗家
摩文仁 賢雄

Soke
Kenyu Mabuni 

New Year’s Greetings from Soke Kenyu Mabuni 
    I would like to extend my heartfelt greetings as we embark on the year 2024.
   The Covid-19 pandemic in the past couple of years has subsided, and last year we found ourselves 
somehow began to return to our normal life.
   I am sure that many of you were anxiously awaiting the resumption of meets and events in each 
geographical area.
   In this context, we were able to organize the Shitoryu Karatedo International Championships in 
Jakarta, Indonesia, last September after being postponed many times. For the first time in a while, 
we were able to exchange with Shitoryu enthusiasts from all over the world and share the joy of the 
resurgence of the event. The Championships served as a fantastic occasion, thanks to the deliberate 
preparation and operation of the event by the Indonesian colleagues led by President Iwan. We 
tend to focus on winning or losing in karate matches, but I saw the competitors just enjoying their 
matches, and the joy of playing karate was shared by the spectators as well. Looking ahead to the next 
Championships slated in Tokyo in three years, I thought that we need to commence our preparation 
immediately to make it as successful as the event in Indonesia.
   The technical levels of countries are getting closer year by year, and it made me feel that we Japanese 
should train ourselves and practice harder, without being overconfident as the birthplace of karate.
   Please keep in mind that I expect competitors to put their hearts and souls into their day-to-
day practice and matches aiming for a grand stage, and instructors to do their utmost to foster a 
competitive spirit, and at the same time, a person with good manners. A variety of events are coming 
up this year, and I will continue to focus on the promotion of Shitoryu Karatedo, hand in hand with all 
the members of Shito-kai.
   I wish you all good health and happiness in this new year.

一般社団法人全日本空手道連盟糸東会
Japan Karatedo Federation Shito-kai

令和６年1月1日発行（季刊）年3回発行

定価500円（本体455円）
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会長　岩田源三
President 

Genzo Iwata

新
年
の
挨
拶

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

  

昨
年
は
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、

大
阪
で
の
第
63
回
全
国
大
会
、

ジ
ャ
カ
ル
タ
で
は
第
10
回
目
を
迎

え
た
糸
東
流
世
界
大
会
を
始
め
多

く
の
大
会
、
講
習
会
な
ど
様
々
な

行
事
を
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
糸
東
会
の
伝
統
で
あ
る

正
し
い
技
術
の
伝
承
、
空
手
道
を

通
し
た
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目

標
と
し
た
様
々
な
活
動
を
地
道
に

努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

昨
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
の
活
用
な
ど
を
通
し
皆

様
に
情
報
の
発
信
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

   Let me express the greetings of the season.
  Last year, we were able to successfully organize 
a variety of events, including the 63rd National 
Championships in Osaka, the 10th edition of Shitoryu 
Karatedo International Championships in Jakarta, and 
many other meets and training sessions, thanks to your 
support and cooperation. I would like to once again 
extend my sincere gratitude to all of you.
   This year, we will continue to make steady efforts 
in various activities, aiming at passing on precise 
techniques and sound upbringing of youth through 
karatedo, which are the tradition of Shitoryu.
   Information and updates will be available on our 
website, which was renewed last year, as well as on 
YouTube and other channels.
   As we enter a new year, I hope that all of our members 
will continue to pursue their goals, such as Kyu and 
Dan promotions, qualification acquisition, or further 
technical mastery.
   I wish you a year filled with happiness and good 
health.   

New Year’s Greeting 2024 from President Iwata Genzo

　

新
た
な
年
を
迎
え
会
員
皆
様
が

そ
れ
ぞ
れ
昇
級
、
昇
段
、
資
格
取

得
あ
る
い
は
さ
ら
な
る
技
術
の
習

得
な
ど
目
標
に
向
か
っ
て
進
ん
で

行
か
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　

今
年
一
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て

幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
そ

し
て
皆
さ
ま
の
ご
健
康
を
心
よ
り

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

アパマンショップ加盟店アパマンショップ加盟店

リゾン 検索検索

〒351-0021 埼玉県朝霞市西弁財2-4-40 リゾン本社ビル  0570-010-211（代表ナビダイヤル）
https://www.lizon.co.jp

を知
っているからを知
っているから

お部屋探しは
東武東上線沿線で
圧倒的な管理実績を
誇るリゾンへ
お任せください。

お部屋探しは
東武東上線沿線で
圧倒的な管理実績を
誇るリゾンへ
お任せください。

糸東会報 _協賛広告W88×H60 ㎜



令
和
５
年
度 

師
範
講
習
会

日
時:
令
和
５
年
８
月
26
・
27
日

場
所
：
糸
東
会
本
部
道
場（
埼
玉
県
朝
霞
市
）

立
会
人
：�

摩
文
仁
賢
雄
宗
家

講
師
：�

岩
田
源
三
／
野
澤
幸
洋
／
大
出
敏
夫

／
小
野
和
宏　

委
員
：�

我
妻
登
／
大
木
利
夫
／
鷺
澤
高
志
／

手
塚
雄
一

　

講
師
に
一
級
資
格
審
査
員
の
岩
田
源
三
先

生
・
野
澤
幸
洋
先
生
・
大
出
敏
夫
先
生
・
小

野
和
宏
先
生
、立
会
人
に
摩
文
仁
賢
雄
宗
家
・

一
級
資
格
審
査
員
の
坂
梨
孝
美
先
生
を
お
迎

え
し
、
令
和
５
年
度
の
師
範
講
習
会
が
糸
東

会
本
部
道
場
に
於
い
て
54
名
参
加
の
中
、
行

わ
れ
た
。

　

師
範
講
習
会
を
始
め
る
に
あ
た
り
岩
田
講

師
よ
り
練
習
開
始
終
了
の
挨
拶
は
各
道
場
で

実
施
し
て
い
る
よ
う
に
座
礼
で
の
挨
拶
が
望

ま
し
い
の
で
は
と
の
ご
提
案
が
あ
り
正
座
で

の
挨
拶
か
ら
開
始
し
た
。

　

各
講
師
の
先
生
方
の
紹
介
後
、
岩
田
講
師

の
ご
挨
拶
に
て
本
年
度
実
施
さ
れ
た
全
空
連

の
八
段
位
審
査
に
て
大
西
佳
治
先
生
が
見
事

合
格
さ
れ
た
と
の
報
告
が
さ
れ
た
。（
16
ペ
ー

ジ
に
関
連
記
事
）

　

初
日
、
前
半
は
小
野
講
師
に
よ
る
糸
東
会

形
教
本
第
４
巻
「
心
波
」
の
指
導
よ
り
開
始

し
た
。
形
の
継
承
さ
れ
た
歴
史
な
ど
が
講
義

さ
れ
、
形
の
順
番
や
分
解
な
ど
を
丁
寧
に
指

導
さ
れ
た
。

　

小
野
講
師
は
、「
形
の
分
解
だ
け
で
終
わ

る
の
で
は
な
く
次
の
技
へ
の
繋
が
り
な
ど
、

生
き
た
形
と
し
て
各
自
で
研
究
し
て
く
だ
さ

い
」
と
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

後
半
は
、
岩
田
講
師
に
よ
る
糸
東
会
形
教

本
第
４
巻
「
ク
ル
ル
ン
フ
ァ
」
の
指
導
が
行

な
わ
れ
、「
こ
の
形
は
一
般
的
に
試
合
で
も

演
武
さ
れ
る
形
な
の
で
正
し
い
形
を
習
得

し
、
各
道
場
で
の
指
導
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
」
と
語
っ
た
。
分
解
に
つ
い
て
も
細
や
か

な
体
の
使
い
方
な
ど
一
挙
動
、
一
挙
動
の
つ

な
ぎ
の
部
分
で
の
足
運
び
、
手
の
動
き
や
姿

勢
な
ど
、
教
本
を
さ
ら
に
深
め
る
内
容
の
濃

い
指
導
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

初
日
の
講
習
会
閉
講
式
で
は
北
原
理
事
長

よ
り
講
評
を
い
た
だ
き
、
座
礼
で
の
挨
拶
で

１
日
目
の
講
習
会
を
終
了
し
た
。

　

２
日
目
は
午
前
９
時
よ
り
開
始
、
大
出
講

師
、
小
野
講
師
に
よ
る
法
形
組
手
の
講
習
が

行
わ
れ
た
。
法
形
組
手
は
段
位
審
査
の
際
、

自
由
組
手
に
代
わ
っ
て
約
束
組
手
と
し
て
選

択
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

平
安
初
段
、
平
安
二
段
、
平
安
三
段
、
平

安
四
段
、
平
安
五
段
を
攻
撃
側
、
受
け
側
と

丁
寧
に
指
導
。特
に
間
合
い
が
重
要
で
あ
り
、

形
の
動
き
を
忠
実
に
立
ち
方
、
姿
勢
、
目
付
、

転
身
、
受
け
技
、
攻
撃
技
を
演
武
す
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
こ
と
が
指
導
さ
れ
た
。ま
た
、

繰
り
返
し
練
習
を
行
い
、
正
確
に
伝
承
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

　

後
半
は
、
野
澤
講
師
に
よ
る
糸
東
会
形
教

本
第
４
巻
の
復
習
「
ワ
ン
シ
ュ
ー
」「
ア
ー

ナ
ン
コ
ウ
」
の
指
導
が
行
な
わ
れ
た
。

　

一
挙
動
ご
と
に
号
令
を
か
け
、
形
の
動
作

だ
け
で
は
な
く
、
大
人
数
を
指
導
す
る
上
で

爪
先
の
方
向
な
ど
細
部
に
こ
だ
わ
っ
た
指
導

の
注
意
点
を
示
し
、
練
習
生
の
間
違
い
を
見

逃
さ
な
い
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
の
重
要
性

が
教
授
さ
れ
た
。

　

閉
講
式
に
お
い
て
大
出
講
師
か
ら
、「
今

回
の
講
習
会
の
受
講
者
は
全
て
糸
東
会
の
師

範
で
あ
り
次
の
世
代
を
担
う
先
生
方
で
す
。

糸
東
会
の
正
確
な
形
を
伝
承
し
て
く
だ
さ

い
」
と
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

　

各
講
師
の
先
生
方
の
真
剣
な
思
い
が
伝
わ

る
師
範
講
習
会
で
あ
っ
た
。
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令
和
５
年
度

第
８
回
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座
（
九
州
会
場
）

日
時:

令
和
５
年
９
月
17
日

場
所
：
福
岡
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー（
大
野
城
市
）

講
師
：
坂
本
清
・
小
野
和
宏　

委
員
：
坂
本
龍
也
・
南
聡
朗
・
高
橋
秀
和

　

約
２
か
月
ぶ
り
の
九
州
会
場
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
講
座
が
、
27
名
と
い
う
多
数
の
受
講

者
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

　

開
講
式
に
お
い
て
、
常
任
相
談
役
青
木
壽

男
先
生
よ
り
、「
資
格
審
査
員
の
先
生
方
を

お
迎
え
し
、
大
変
貴
重
な
稽
古
の
機
会
と
な

る
た
め
、
積
極
的
な
姿
勢
を
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
」
と
叱
咤
激
励
を
い
た
だ
い
た
。

　

午
前
の
部
・
前
半
は
、
目
標
資
格
ご
と
に

４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
段
位
審
査
（
３
〜

６
段
）
に
向
け
た
Ａ
・
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
指
導

は
坂
本
委
員
、
南
委
員
が
担
当
し
た
。
師
範

等
資
格
審
査
の
Ｃ
グ
ル
ー
プ
は
小
野
講
師

が
、
８
段
と
称
号
審
査
の
Ｄ
グ
ル
ー
プ
は
、

坂
本
講
師
が
担
当
し
た
。

　

後
半
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
担
当
を
変
更

し
、
Ａ
・
Ｂ
グ
ル
ー
プ
は
坂
本
、
南
両
委
員

が
入
れ
替
わ
り
、
Ｃ
・
Ｄ
グ
ル
ー
プ
は
坂
本
、

小
野
両
講
師
が
入
れ
替
わ
り
担
当
し
た
。

　

午
後
の
部
・
前
半
は
、
３
グ
ル
ー
プ
編
成

と
し
、Ａ
グ
ル
ー
プ
は
小
野
講
師
、Ｂ
グ
ル
ー

プ
は
坂
本
講
師
と
南
委
員
、
Ｃ
グ
ル
ー
プ
は

坂
本
委
員
が
担
当
し
た
。
後
半
は
午
前
中
同

様
に
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
担
当
を
変
更
し
た
。

　

10
月
か
ら
順
次
始
ま
る
師
範
等
資
格
審

査
、
11
月
の
高
段
位
・
称
号
審
査
ま
で
残
り

わ
ず
か
で
あ
り
、
受
講
者
は
、
講
師
か
ら
の

指
導
に
対
し
て
は
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
、
何

度
も
繰
り
返
し
て
技
を
披
露
す
る
な
ど
、
最

後
の
追
い
こ
み
の
気
持
ち
を
随
所
に
見
せ

た
。

　

閉
講
式
の
講
評
に
お
い
て
小
野
和
宏
講
師

は
、「
各
自
の
目
標
は
様
々
で
す
が
、
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
講
座
と
い
う
貴
重
な
場
で
受
け
た

ア
ド
バ
イ
ス
を
生
か
す
も
殺
す
も
自
分
次
第

で
す
。
目
標
達
成
ま
で
の
日
々
を
ど
う
過
ご

す
か
が
大
切
で
す
。
も
う
一
度
習
っ
た
こ
と

を
き
ち
ん
と
見
直
し
て
く
だ
さ
い
」
と
締
め

括
ら
れ
た
。

開会式にて。左から小野講師、青木先生、坂本講師。
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日
時
：
令
和
５
年
10
月
７
・
８
日

会
場
：
糸
東
会
本
部
道
場
（�

埼
玉
県
朝
霞
市
）

立
会
人
：�

摩
文
仁
賢
雄
宗
家

講
師
：�

岩
田
源
三
／
野
澤
幸
洋
／
大
出
敏
夫

／
山
岡
硯
太
郎
／
坂
梨
孝
美
／
原
口

髙
司
／
猪
越
孝
治

委
員
：�

木
村
治
伸
／
我
妻
登
／
大
木
利
夫
／

鷺
澤
高
志
／
手
塚
雄
一

【
関
東
地
区
会
場
】

バ
ッ
サ
イ
大
を
、
坂
梨
講
師
よ
り
セ
イ
エ
ン

チ
ン
を
形
の
順
番
や
分
解
な
ど
丁
寧
に
指
導

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
山
岡
講
師
、
猪
越
講
師

の
担
当
の
も
と
、
法
形
組
手
を
攻
撃
側
、
受

け
側
と
丁
寧
に
指
導
さ
れ
た
。
特
に
間
合
い

が
重
要
で
あ
り
、
形
の
動
き
を
忠
実
に
実
践

し
て
、
立
ち
方
・
姿
勢
・
目
付
・
転
身
、
受

け
技
・
攻
撃
技
を
演
武
す
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
り
、
繰
り
返
し
練
習
を
行
い
伝
承
す
る
こ

と
を
指
導
さ
れ
た
。

　

２
日
目
は
午
前
９
時
よ
り
開
始
、
新
規
受

審
者
は
初
日
同
様
の
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
、
審

査
直
前
の
練
習
を
行
な
っ
た
。
更
新
の
受
講

者
は
松
村
ロ
ー
ハ
イ
を
原
口
講
師
、
二
十
八

歩
を
坂
梨
講
師
よ
り
初
日
同
様
に
丁
寧
に
指

導
を
受
け
、午
前
中
で
講
習
会
を
終
了
し
た
。

　

閉
講
式
に
お
い
て
岩
田
講
師
は
、「
今
回

の
講
習
会
の
受
講
者
は
糸
東
会
の
次
の
世
代

を
担
う
先
生
方
で
あ
り
、
糸
東
会
の
正
確
な

形
や
技
法
を
伝
承
し
て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ

た
。

　

各
講
師
の
方
々
の
真
剣
な
思
い
が
伝
わ
る

師
範
等
講
習
会
と
な
っ
た
。
ま
た
、
師
範
等

資
格
取
得
審
査
会
は
日
頃
の
指
導
力
が
十
分

に
見
て
取
れ
る
実
力
の
高
さ
を
感
じ
さ
せ
る

審
査
会
で
あ
っ
た
。
若
干
、
緊
張
の
あ
ま
り

言
葉
に
詰
ま
る
場
面
を
見
せ
る
受
審
者
も
い

た
が
、
す
ぐ
に
平
常
心
を
取
り
戻
し
、
実
力

を
発
揮
し
て
お
ら
れ
た
。

令
和
５
年
度 

準
師
範
・
助
教
講
習
会
及
び
師
範
等
資
格
取
得
審
査
会

　

講
師
に
一
級
資
格
審
査
員
の
岩
田
源
三
先

生
・
野
澤
幸
洋
先
生
・
大
出
敏
夫
先
生
・
山

岡
硯
太
郎
先
生
、
坂
梨
孝
美
先
生
・
原
口
髙

司
先
生
・
猪
越
孝
治
先
生
、
立
会
人
に
摩
文

仁
賢
雄
宗
家
を
お
迎
え
し
、
令
和
５
年
度
の

師
範
等
講
習
会
が
糸
東
会
本
部
道
場
に
お
い

て
36
名
参
加
の
中
行
わ
れ
た
。

　

師
範
等
講
習
会
を
始
め
る
に
あ
た
り
座
礼

で
の
挨
拶
か
ら
摩
文
仁
宗
家
、
岩
田
講
師
よ

り
開
講
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

　

講
習
会
の
冒
頭
、
岩
田
講
師
よ
り
座
礼
の

礼
法
、
正
座
の
仕
方
、
目
付
等
を
ご
指
導
い

た
だ
き
、
空
手
着
の
た
た
み
方
な
ど
受
講
者

全
員
で
確
認
し
た
。

　

新
規
受
審
者
は
、
助
教
と
準
師
範
の
グ

ル
ー
プ
と
師
範
受
審
の
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
岩
田
講
師
、
野
澤
講
師
、
大
出
講
師
の
指

導
に
よ
り
審
査
さ
な
が
ら
の
緊
張
感
の
あ
る

前
日
練
習
と
な
っ
た
。

　

更
新
の
受
講
者
は
初
日
、
原
口
講
師
よ
り



　

令
和
５
年
度
、
関
西
会
場
の
準
師
範
・
助

教
講
習
会
及
び
師
範
等
資
格
取
得
審
査
会

が
、
資
格
更
新
者
・
新
規
受
審
者
計
71
名
の

参
加
に
よ
り
、
10
月
14
・
15
日
の
２
日
間
に

わ
た
り
神
戸
ニ
チ
イ
学
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

講
師
に
は
、
岩
田
源
三
先
生
、
野
澤
幸
洋

先
生
、
坂
本
清
先
生
、
山
岡
硯
太
郎
先
生
、

小
野
和
宏
先
生
を
迎
え
た
。

　

開
講
式
に
お
い
て
岩
田
講
師
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
道
場
に
お
け
る
日
ご
ろ
の
指
導
に
対
す

る
感
謝
を
述
べ
ら
れ
た
後
、「
こ
の
２
日
間
、

糸
東
流
の
正
し
い
技
術
を
し
っ
か
り
と
習
得

し
、
引
き
続
き
後
進
の
指
導
に
活
か
し
て
く

だ
さ
い
」
と
語
っ
た
。

　

講
習
会
は
、
新
規
受
審
者
と
資
格
更
新
者

に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、
新
規
受
審
者
の
グ

ル
ー
プ
で
は
坂
本
講
師
が
、
受
審
の
際
の
留

意
点
を
具
体
的
に
挙
げ
、「
指
導
の
中
で
は
、

全
体
を
見
渡
す
こ
と
、
ま
た
技
の
名
前
や
用

法
を
正
し
く
表
し
て
、
指
導
を
受
け
る
者
に

明
確
に
伝
え
る
こ
と
が
肝
要
で
す
」
と
指
導

し
た
。

　

資
格
更
新
者
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
山
岡
講

師
、
小
野
講
師
、
原
副
委
員
長
に
よ
る
、
法

形
組
手
と
指
定
形
の
指
導
が
行
わ
れ
た
。
対

【
関
西
地
区
会
場
】

日
時
：
令
和
５
年
10
月
14
・
15
日

会
場
：
神
戸
ニ
チ
イ
学
館
（
神
戸
市
）

立
会
人
：�
摩
文
仁
賢
雄
宗
家

講
師
：�

岩
田
源
三
／
野
澤
幸
洋
／
坂
本
清
／

山
岡
硯
太
郎
／
小
野
和
宏

参
加
者
：�

更
新
57
名
、
欠
席
届
４
名
、
新
規

受
審
者
14
名

細部にわたり指導する岩田講師。

人
形
式
に
よ
る
分
解
組
手
を
中
心
と
し
た
講

習
内
容
に
よ
り
、
間
合
い
の
考
え
方
や
、
相

手
と
の
体
格
差
を
考
慮
し
た
技
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

審
査
会
の
冒
頭
で
は
、
野
澤
講
師
が
、「
指

導
者
資
格
と
は
指
導
力
を
評
価
す
る
も
の
で

あ
り
、
独
特
な
考
え
方
に
偏
る
こ
と
な
く
糸

東
流
の
形
・
心
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
」
と
述

べ
、
審
査
会
に
臨
む
心
組
み
を
示
し
、
厳
粛

な
雰
囲
気
の
中
で
受
審
者
は
自
身
の
実
力
を

存
分
に
発
揮
し
た
。

日
時
：
令
和
５
年
10
月
21
・
22
日

会
場:

福
岡
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー
（
大
野
城
市
）

講
師:�

岩
田
源
三
／
野
澤
幸
洋
／
小
野
和
宏

参
加
者
：�

更
新
11
名
、
欠
席
届
１
名
、
新
規

受
審
者
７
名

【
九
州
地
区
会
場
】

　

講
師
に
、
岩
田
源
三
先
生
、
野
澤
幸
洋
先

生
、
小
野
和
宏
先
生
を
迎
え
実
施
し
た
。
開

講
式
に
お
い
て
岩
田
講
師
は
、「
指
導
者
と

し
て
の
技
術
向
上
を
目
的
と
す
る
場
で
あ

り
、
疑
問
点
は
し
っ
か
り
と
質
問
し
て
正
し

い
技
術
を
習
得
し
て
く
だ
さ
い
」と
述
べ
た
。

　

講
習
会
は
、
新
規
受
審
者
と
資
格
更
新
者

に
分
か
れ
、
新
規
受
審
者
の
グ
ル
ー
プ
で
は

模
擬
試
験
形
式
で
指
導
が
行
わ
れ
た
。
そ
の

中
で
岩
田
講
師
か
ら
、「
教
本
が
伝
え
て
い

る
正
し
い
内
容
を
指
導
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
だ
が
、
順
番
の
み
に
縛
ら
れ
な
い
よ
う
、

そ
の
動
作
を
行
う
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指小野講師（右）の指導。

令和５年度 準師範・助教講習会及び師範等資格取得審査会



導
し
た
。

　

資
格
更
新
者
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
小
野
講

師
に
よ
る
、
法
形
組
手
と
指
定
形
の
指
導
が

行
わ
れ
た
。
常
に
間
合
い
を
意
識
す
る
中

で
、
無
駄
な
動
き
を
排
除
す
る
こ
と
の
大
切

さ
や
、「
線
を
外
す
」
際
の
体
捌
き
の
具
体

的
な
用
法
を
学
ん
だ
。

　

審
査
会
の
冒
頭
で
は
、
野
澤
講
師
か
ら
、

「
常
に
対
象
者
に
合
わ
せ
た
言
葉
・
動
作
で

指
導
を
し
、
間
違
い
の
的
確
な
指
摘
と
修
正

を
行
っ
て
、
審
査
時
間
内
で
自
身
が
伝
え
た

い
こ
と
を
確
り
と
表
現
す
る
こ
と
が
肝
要
で

す
」
と
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
受
審
者
は
自

身
の
実
力
を
存
分
に
発
揮
し
た
。

日
時
：
令
和
５
年
10
月
28
・
29
日

会
場:�

池
田
高
校
三
好
校
体
育
館
（
徳
島
県
）

講
師:�

山
岡
硯
太
郎
／
坂
本
清
／
小
野
和
宏

参
加
者
：�

更
新
31
名
、
欠
席
届
２
名
、
新
規

受
審
者
13
名

【
四
国
地
区
会
場
】

　

講
師
に
、
山
岡
硯
太
郎
先
生
、
坂
本
清
先

生
、
小
野
和
宏
先
生
を
迎
え
実
施
し
た
。

　

開
講
式
で
は
山
岡
講
師
か
ら
「
審
査
会
で

は
自
分
の
持
て
る
技
術
を
全
て
出
し
切
り
受

審
者
全
員
が
合
格
す
る
こ
と
を
講
師
全
員
が

願
っ
て
い
ま
す
」
と
、参
加
者
を
励
ま
し
た
。

　

開
講
式
終
了
後
、
新
規
受
審
者
・
更
新
者

に
分
れ
、
新
規
受
審
者
は
審
査
員
の
山
岡
講

師
・
坂
本
講
師
・
小
野
講
師
の
三
人
の
講
師

が
入
れ
替
り
な
が
ら
バ
ッ
サ
イ
大
お
よ
び
セ

イ
エ
ン
チ
ン
を
手
取
り
足
取
り
の
き
め
細
や

か
な
指
導
を
し
、
受
審
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
を

指
導
し
た
。

　

更
新
者
は
宮
先
生
と
原
先
生
が
担
当
し
、

バ
ッ
サ
イ
大
・
セ
イ
エ
ン
チ
ン
の
復
習
と
指

導
の
上
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切

な
ポ
イ
ン
ト
の
再
確
認
を
行
い
、
受
講
者
と

意
見
の
や
り
と
り
を
し
な
が
ら
技
術
向
上
に

汗
を
流
し
た
。
休
憩
を
は
さ
み
、
法
形
組
手

を
行
っ
た
。
攻
撃
と
防
御
を
体
得
理
解
し
、

今
後
の
道
場
で
の
指
導
に
役
立
て
る
べ
く
励

ん
だ
。

　

２
日
目
は
、
更
新
者
は
前
日
に
引
き
続
き

法
形
組
手
他
の
復
習
・
再
確
認
を
し
た
。
審

査
会
に
お
い
て
は
、
受
審
者
は
緊
張
の
あ
ま

り
審
査
員
か
ら
の
質
問
に
言
葉
が
出
な
か
っ

た
り
、
思
い
通
り
の
回
答
が
で
き
な
い
場
面

も
あ
っ
た
が
、
二
日
間
和
や
か
な
雰
囲
気
で

講
習
会
を
終
え
た
。

令
和
５
年
度 

称
号
・
高
段
位
審
査
会

日
時
：
令
和
５
年
11
月
３
日

会
場
：
糸
東
会
本
部
道
場
（�

埼
玉
県
朝
霞
市
）

　

本
部
道
場
に
お
い
て
、
午
前
に
高
段
位
審

査
会
、午
後
に
称
号
審
査
会
が
開
催
さ
れ
た
。

高
段
位
審
査
会
で
は
、
開
会
に
あ
た
り
摩
文

仁
賢
雄
宗
家
、
岩
田
源
三
会
長
、
北
原
三
造

理
事
長
よ
り
、
糸
東
会
の
高
段
位
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
技
を
磨
い
た
練
習
の
成
果
が
発
揮

で
き
る
よ
う
、
受
審
者
へ
の
激
励
の
挨
拶
が

さ
れ
た
。

　

静
寂
か
つ
緊
張
感
漂
う
雰
囲
気
の
中
、
６

段
位
７
名
、
７
段
位
３
名
、
８
段
位
５
名
が

受
審
し
、
段
位
審
査
制
度
に
則
っ
て
、
審
査

員
が
指
定
す
る
形
と
、
系
統
の
異
な
る
自
由

形
を
行
い
、
分
解
を
交
え
た
口
頭
試
問
、
自

由
組
手
・
法
形
組
手
に
つ
い
て
日
ご
ろ
磨

い
た
技
を
存
分
に
表
現
し
た
。
自
由
形
は
決

め
ら
れ
た
リ
ス
ト
か
ら
自
己
選
択
を
行
っ
た

が
、
糸
東
会
ら
し
く
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
披
露

さ
れ
た
。
講
評
で
は
小
野
和
宏
技
術
本
部
長

よ
り
、
糸
東
会
を
背
負
っ
て
い
く
皆
さ
ん
が

技
を
磨
き
、
指
導
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い

と
期
待
の
講
評
が
さ
れ
た
。

　

午
後
の
称
号
審
査
会
で
は
、
開
会
に
あ
た

り
摩
文
仁
賢
雄
宗
家
、岩
田
源
三
会
長
か
ら
、

自
分
が
研
究
し
た
糸
東
流
の
技
を
わ
か
り
や

す
く
丁
寧
に
伝
え
て
欲
し
い
と
激
励
の
挨
拶

が
さ
れ
た
。

　

称
号
審
査
は
、
１
次
審
査
に
合
格
し
た
錬

士
３
名
、
教
士
１
名
、
範
士
１
名
が
２
次
審

査
に
臨
ん
だ
。
受
審
者
は
、
自
分
が
悟
り
得

た
技
術
に
つ
い
て
ま
と
め
た
論
文
を
基
に
、

自
分
の
理
論
を
説
明
し
実
践
し
た
。
審
査
員

の
先
生
方
か
ら
は
そ
の
技
術
の
深
さ
を
さ
ら

に
探
求
す
る
口
頭
試
問
が
さ
れ
、
受
審
者
の

考
え
を
存
分
に
表
現
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
小
野
和
宏
技
術
本
部
長
よ

り
、
糸
東
流
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
先
人

た
ち
の
技
を
研
究
す
る
と
と
も
に
、
武
道
と

し
て
身
を
守
り
攻
撃
す
る
と
い
う
糸
東
流
の

形
を
追
求
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
期
待
を
こ

め
た
講
評
が
さ
れ
た
。
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▼

教士
合格者
１名

 

▼

錬士
合格者
３名

 

▼

師範
合格者
９名

錬士
合格者
１名

 

準師範
合格者
７名

 

▼

助教
合格者
12名

 

▼

八段位
合格者
１名

 

▼

六段位
合格者
３名

 

▼

七段位
合格者
２名 令

和
５
年
度
資
格
取
得
者　

称
号
・
師
範
等
・
高
段
位
審
査

 

▼

範士
合格者
１名

さぎさわ・たかし
鷺澤高志

ながぬま・いくや
永沼伊久也

はやかわ・ともひで
早川知秀

ばば・ちとみ
馬場千宝

まえの・みつとし
前埜光利

いど・やすよし
井戸康善

あがつま・のぼる
我妻登

しらいし・さだみ
白石禎美

やまの・ともひろ
山野友宏

えびさわ・つよし
海老澤毅

かめい・かずひろ
亀井一浩

ささき・だいすけ
佐々木大介

たかはし・ひでかず
髙橋秀和

にのみや・たいすけ
二宮泰佑

いわい・つかさ
岩井司

おおいし・ともえ
大石朋枝

ふじもと・てるお
藤本輝夫

はらだ・あきろう
原田昭郎

おの・ひであき
小野秀明

こうや・とおる
神屋透

あおうだ・ゆたか
粟生田豊

てづか・ゆういち
手塚雄一

ひの・ひろや
日野裕也

たどころ・ひろし
田所大

たけたに・まさはる
竹谷匡玄

やました・とも
山下知

えぐち・まなぶ
江口学

つるだ・ゆたか
鶴田豊

よしだ・なおこ
吉田尚子

いのうえ・しゅう
井上修

おじま・みさえ
小嶋美佐枝

たかい・まさより
髙井正頼

おの・ひであき
小野秀明

ひじおか・かつき
肱岡勝喜

まつざき・まさたか
松㟢正隆

はら・ちえり
原ちえり

まの・ごう
真野剛

いわまる・しんや
岩丸真也

ひかわ・こうじ
樋川光司
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道 

場 

紹 

介

清
澄
館
・
せ
い
ち
ょ
う
か
ん

代
表
者　

藤
原
直
輝北

海
道
糸
東
会
標し

べ
ち
ゃ茶

支
部　

　

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
す
る
組
織
が
な
か
っ
た
僻

地
に
、
子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
ら
に
触
れ
る
機
会
を
設
け

よ
う
と
、
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
で
も
あ
っ
た
有
段
者
の

方
が
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
と
、
保
護
者
の
有
志
者
の

方
々
を
募
り
、
平
成
４
年
４
月
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

側
面
も
併
せ
も
ち
発
足
し
、
約
30
年
に
わ
た
り
活
動
を

継
続
し
て
き
ま
し
た
。

　

人
口
が
約
７
千
人
、
主
要
産
業
が
酪
農
と
い
う
、
穏

や
か
な
丘
陵
農
村
地
帯
風
景
の
中
に
道
場
と
し
て
武
道

館
等
の
公
共
施
設
を
利
用
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
地

域
や
学
校
と
の
親
密
な
連
携
を
図
り
、
空
手
を

通
じ
て
健
全
な
体
と
人
格
の
育
成
を
理
想
に
掲

げ
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
、
教
育
的
側
面
、
伝

統
文
化
の
継
承
の
役
割
を
担
う
た
め
邁
進
し
て

い
ま
す
。
め
ま
ぐ
る
し
い
時
代
の
移
り
変
わ
り

と
共
に
、
活
動
の
在
り
方
や
方
法
を
工
夫
し
、

試
行
錯
誤
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
移
り
行
く
も

の
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
地
域
の
宝
で
あ
る

子
ど
も
た
ち
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
想
い
は

変
わ
ら
ず
に
在
り
続
け
ま
し
た
。

　

門
下
初
期
生
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に

な
り
、
指
導
者
へ
と
成
長
し
、
現
在
は
そ
の
子

ど
も
た
ち
の
世
代
へ
伝
え
よ
う
と
日
々
奮
闘
し

て
い
ま
す
。
親
か
ら
子
へ
、
先
輩
か
ら
後
輩
へ
、

伝
統
文
化
と
し
て
地
域
に
根
差
し
、
息
づ
い
て

い
ま
す
。

　

世
代
の
変
遷
も
あ
り
、
現
在
は
幼
年
７
名
、

小
学
生
20
名
、
高
校
生
２
名
、
一
般
指
導
者
が
６
名

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
活
動
を
支
援
す
る
保
護
者
で

組
織
さ
れ
た
父
母
会
が
あ
り
、
指
導
者
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
三
位
一
体
と
な
っ
て
和
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

夏
に
は
練
習
会
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
秋
に
は
サ
プ

ラ
イ
ズ
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
、
年
末
に
は
納
会

と
し
て
ゲ
ー
ム
大
会
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
あ
り
ま

す
。
年
の
初
め
に
は
、
鏡
開
き
と
し
て
、
も
ち
つ
き

大
会
と
寒
稽
古
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
１
月
の
外
気

温
は
日
中
で
も
氷
点
下
4℃
に
も
な
り
、
雪
も
積
も
っ

て
い
ま
す
が
、
指
導
者
や
上
級
者
の
子
ど
も
た
ち
は

空
手
衣
１
枚
に
裸
足
で
、
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う

に
気
合
い
を
充
実
さ
せ
、
笑
顔
あ
り
、
時
に
は
涙
も

あ
り
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

厳
格
な
道
場
と
い
う
よ
り
は
、
元
気
で
明
る
く
快

活
な
雰
囲
気
を
持
っ
た
道
場
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、各
々
が
元
気
な
発
声
や
体
力
作
り
、挨
拶
を
す
る
、

場
に
感
謝
す
る
等
の
礼
節
を
重
ん
じ
、
月
に
１
回
程

度
の
大
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
競
技
力
の
向
上

と
自
己
の
研
鑽
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
の
第
１
回
関
東
地
区
協
議
会
審

判
講
習
会
を
８
月
12
日
、
埼
玉
栄
高
等
学
校

柔
道
場
で
、
講
師
に
、
長
谷
川
克
英
・
彼
ノ
矢

健
一
・
橋
本
淳
の
３
氏
を
迎
え
て
開
催
し
た
。

　

前
半
は
今
年
度
国
体
か
ら
採
用
さ
れ
る
新

ル
ー
ル
の
解
説
、
後
半
は
全
国
大
会
に
向
け
て

組
手
審
判
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

の
実
技
講
習
を
行
っ
た
。

　

午
後
の
組
手
実
技
講
習
で
は
、
県
内
の
強

豪
校
で
あ
る
埼
玉
栄
中
学
・
高
校
空
手
道
部

員
の
協
力
を
頂
き
、
と
て
も
有
意
義
な
実
技

が
学
べ
た
。

　

12
月
２
日
に
は
第
２
回
の

審
判
講
習
会
を
同
じ
く
埼
玉

栄
高
等
学
校
空
手
部
道
場
で

前
回
の
３
講
師
を
迎
え
開
催

し
た
。

　

開
講
式
の
後
、
長
谷
川
講

師
よ
り
形
・
組
手
競
技
の
新

ル
ー
ル
、
主
に
組
手
競
技
に

つ
い
て
事
例
を
交
え
、
詳
し

く
説
明
さ
れ
、
主
審
・
副
審
・

監
査
の
役
割
と
ウ
ォ
ー
ニ
ン

グ
・
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
の
与
え

方・考
え
方
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

に
つ
い
て
も
深
く
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
５

人
制
と
３
人
制
の
審
判
に
よ

る
組
手
競
技
に
つ
い
て
も
事

例
を
交
え
違
い
に
つ
い
て
も

詳
し
く
説
明
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
Ａ
・
Ｂ
班
に
分

か
れ
て
５
人
制
審
判
に
よ
る
実
践
を
１
試
合

交
代
で
順
番
に
行
っ
た
。
Ａ
班
を
橋
本
講
師
、

Ｂ
班
を
彼
ノ
矢
講
師
が
受
け
持
ち
、
実
戦
の

試
合
の
中
で
各
々
の
先
生
方
が
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
に
よ
り
審
判
員
と
し
て
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
が
図
れ
た
。　

　

閉
講
式
で
は
、
橋
本
講
師
は
「
試
合
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
の
は
、
審
判
な
の
で
、
今
ま
で

以
上
に
落
ち
着
い
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
」。
彼

ノ
矢
講
師
は
「
講
習
会
を
重
ね
る
た
び
に
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
が
図
れ
て
い
る
こ
と
に
大
変
嬉
し
く

思
い
ま
す
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
語
ら
れ
た
。

第２回実技講習の様子。

関
東
地
区
協
議
会
審
判
講
習
会　

第
１
回
・
８
月
12
日
／
第
２
回
12
月
２
日

第１回開催の集合写真。

第２回開講式の様子。



2023年９月22〜 24日　インドネシア・ジャカルタ

第10回糸東流空手道
インターナショナルチャンピオンシップス

The 10th Shitoryu Karatedo International Championships

大会役員の記念写真。 摩文仁賢雄・糸東流宗家。岩田源三・糸東会会長。
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会期に合わせて、世界糸東流空手道連盟（WSKF）の技術セミナーや会議が開かれた。

チルドレンやジュニア、ベテラン世代対象のオープン大会が同時開催された。

日本選手団結果
【シニア大会】
 《形》
◆男子団体［優勝］日本（関根斗夢・佐藤競・片山由冴）
◆女子団体［優勝］日本（北口歌桜・清水彩瑚・野々村奈美）
◆男子個人［優勝］佐藤優輝
◆女子個人［優勝］東佐江子
 《組手》
◆男子団体［優勝］日本
　（近藤世渚・芝本航矢・中川愛翔・廣瀬心星・松本龍魁）
◆女子団体［優勝］日本
　（山川未央・黒田愛乃・清髙まりん・武田蒼生・砂田依輝）
◆男子個人 -60kg［優勝］近藤世渚
◆男子個人 -67kg［優勝］中川愛翔［準優勝］芝本航矢
◆男子個人 -75kg［優勝］廣瀬心星
◆男子個人 -84kg［優勝］松本龍魁
◆女子個人 -50kg［優勝］山川未央
◆女子個人 -55kg［優勝］黒田愛乃
◆女子個人 -61kg［優勝］清髙まりん
◆女子個人 -68kg［優勝］武田蒼生
◆女子個人＋ 68kg［優勝］砂田依輝

【オープン大会】
 《形》
◆男子個人 10 〜 11 歳［優勝］木戸口晃士［第３位］上原壮太［１回戦］黒田源十
◆男子個人 12 〜 13 歳［優勝］福井敢太［第３位］梁一惺
◆男子個人 14 〜 15 歳［準優勝］黒田聖十［第３位］新城幸翔［第５位］小林洵晴　
◆女子個人 14 〜 15 歳［優勝］神野寿莉　
◆女子個人 16 〜 17 歳［優勝］新城凜聖
 《組手》
◆男子個人 10 〜 11 歳 -35kg［優勝］木戸口晃士［準優勝］上原壮太
◆男子個人 14 〜 15 歳 -52kg［準優勝］新城幸翔［第３位］廣瀬煌斗　
◆男子個人 14 〜 15 歳 -63kg［準優勝］黒田聖十
◆男子個人 16 〜 17 歳 -61kg［優勝］入潮都麦
◆女子個人 10 〜 11 歳＋ 30kg［優勝］林美璃愛

この大会の内容はこちらから
見ることができます。

　

こ
れ
ま
で
の
９
回
大
会
ま
で
形
競
技
で
は
男
女
と
も

に
日
本
が
優
勝
を
し
続
け
て
き
た
。
さ
す
が
に
日
本
勢

の
形
は
追
随
を
許
さ
ぬ
も
の
が
あ
る
。
男
女
個
人
、
男

女
団
体
と
圧
倒
的
強
さ
で
優
勝
を
決
め
た
。
そ
の
中
で

も
今
年
の
糸
東
会
全
国
大
会
で
優
勝
し
た
東
佐
江
子
の

自
信
に
満
ち
た
演
武
は
他
を
圧
倒
し
た
。

　

形
で
の
完
全
制
覇
は
あ
り
得
る
こ
と
と
想
像
で
き
た

が
、
な
ん
と
組
手
競
技
に
お
い
て
も
シ
ニ
ア
選
手
は
強

か
っ
た
。
全
種
目
優
勝
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
、
結

果
、
日
本
チ
ー
ム
の
シ
ニ
ア
は
形
・
組
手
全
種
目
優
勝

と
い
う
奇
跡
的
な
快
挙
を
達
成
し
た
。

　

組
手
に
関
し
て
は
、
技
術
本
部
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
組
手

の
研
究
を
長
く
続
け
、
追
い
つ
け
追
い
越
せ
の
至
上
命

令
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
に
出
さ
れ
て
い
た
が
、
選
手

が
こ
れ
に
よ
く
応
え
た
。
日
本
チ
ー
ム
の
優
勝
が
続
く

と
俄
然
全
選
手
の
勢
い
が
更
に
増
し
た
。
チ
ー
ム
全
体

が
ゾ
ー
ン
に
入
っ
た
と
い
え
る
今
回
の
結
果
に
監
督
・

コ
ー
チ
も
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
思
い
と
、
や
っ
て
き

た
こ
と
が
報
わ
れ
た
と
の
喜
び
で
涙
を
拭
っ
た
。

日
本
シ
ニ
ア
奇
跡
の
全
種
目
制
覇



12

　　

■監督　井戸康善

「第 10 回糸東流世界大会を振り返って」
　第 10 回糸東流空手道インターナショナルチャンピオンシップで
空手母国の日本としての心技体を世界に発信する。この大きな目的・
目標は 2023 年選手強化委員会の指針となりました。１月の強化選
手選考会では、達成に向けた選考を行いチームがスタートしました。
　「ONE TEAM」のスローガンのもと、6 月の強化合宿ではチーム
の方向性や考え方について話し合い、ターゲットとする各種大会へ
の強化に取り組むとともに、世界大会のメンバーを決定しました。8
月の強化選手合宿では、世界大会に向けて具体的な対策を行い、チー
ムの結束力が更に高まりました。
　迎えた 9 月 19 日（火）に成田空港で役員の先生方、審判の先生
方、選手、コーチ、保護者やサポートの方々が一堂に会して結団式
を行い、インドネシアの首都ジャカルタに入りました。海外試合の
ため、水や食事、気候や環境整備には細心の注意を払いました。20
日（水）には、レジストレーション、会場視察や全体練習を行い活
気ある練習で場を支配しました。21 日（木）には、形・組手セミナー、
WSKF 審査会、審判講習会、抽選会・監督会議と様々な行事が実施
される中、公式練習では個々の調整方法を活用し、集中モードに入
る引き締まった練習になりました。夕食は、日本食レストランに選手・
コーチ全員で行き決起会を行いました。
　そして、22 日（金）から、いよいよ大会が始まりました。海外特
有の応援、言葉や進行の問題に対応しながら、男・女団体形を皮切
りに、各種目で躍動する日本チームの戦いぶりは会場の注目を集め
ました。日本チームの強さは、メンバー全員の存在でした。選手・コー
チはもちろんのこと、これまで強化に関わってくださった方々や日
本にいるコーチ、関係者全員の存在が苦しい場面で競り勝つ力とな
り金メダルラッシュが続きました。日本チームの優勝が続くと俄然
全選手の勢いが更に増していき、チーム全体がゾーンに入ったとい
える戦いでした。
　結果、シニアでは、出場全種目での金メダル、全員金メダル獲得
という歴史的な偉業を達成してくれました。また、ジュニアも金７個、

■芝本航矢（シニア男子組手・日本チームキャプテン）

「日本チームキャプテンとして参加して」
　「ONE TEAM 」 これが日本チームのスローガンでした。インドネ
シアの首都ジャカルタで開催され、約 1 週間の遠征となった本大会。
私はキャプテンという大役をまかされました。
　流派の看板として大会に臨むことに、緊張や不安を抱えながら出
発の当日を迎えました。現地に着くと、慣れない食事や気温など海
外の環境に、私含め戸惑うメンバーも少なくありませんでした。そ
れに加えて、会場の雰囲気や応援の仕方、マットの硬さなど試合に
直接影響する要素で日本との違いも多くありました。
　しかし、そんなネガティブ要素を跳ね除けるパワーが日本チーム
にはありました。それは２つです。１つ目は、みんなで試行錯誤し
て準備した円陣です。普通の円陣ではありません。みんなが笑顔に
なれる、とてもユーモア溢れる特別なモノです。この円陣を行うと、
一気に士気が高まると同時に、緊張や不安がかき消えて、自然体で
試合に臨むことができます。
　２つ目は、日本チームのメンバー全員の存在そのものです。 監督・
コーチ・選手はもちろんのこと関係者全員の存在が、私にとって、
そして何よりチームメンバーにとって、非常に大きかったことは言
うまでもありません。 言葉を交わさずとも、視線を交わすだけで、
自信と勇気が湧き、「絶対勝つ、優勝しよう！」 そんな強い気持ちに、
何度もさせてくれました。まさに「ONE TEAM 」でした。
　私たちは突き進み、シニアにおいては、史上初の全種目金メダル
を獲得。日本の強さを証明することができました。キャプテンとして、
日本チームの 1 人として念願の優勝に歓喜を分かち合った瞬間は生
涯忘れることはないと思います。
　そして、優勝以上に嬉しかったことがあります。それは、日本の「礼
節」を世界に広めることができたことです。糸東流開祖である摩文
仁賢和先生の教えである「君子の拳」。その教えを大会を通して体現
し続けた最高のチームだと、胸を張って言えます。この大会にこの
チームで出場できたことは本当に幸せでした。私の空手人生の中で、
一生の思い出に残る大会になりました。
　この大会で得た喜びや成果を、今後の空手道に活かしていきたい
と強く思います。
　最後に、監督・コーチ・選手のみなさまをはじめ、この大会に携
わってくださった全ての皆様にこの場をお借りしてお礼申し上げま
す。本当にありがとうございました。

■東佐江子（シニア女子形優勝）

　まず世界大会の開催にあたり、ご尽力して下さった方々に心から
感謝しています。今回、第 10 回という記念すべき大会で、優勝す
ることができ光栄です。また、史上初のシニア選手全員、全種目で
優勝という結果を残せたのも、井戸監督をはじめ糸東会のサポート
があってこそです。
　個人的には 2019 年の前回大会には個人形で出場することができ
ず、悔しい思いをしました。 そして糸東会には、シリーズ A に出場
する時にも手厚いサポートをして下さり、今回の大会では結果で恩
返しができるよう、「必ず優勝する」という強い気持ちを持って挑み
ました。全日本実業団からの連戦で調整が簡単ではありませんでし
たが、糸東会の形を世界大会の場で演武し、優勝することができ、ホッ
としています。 
　また、「One　team」というテーマのもとで、大会に向けて一緒
に練習してきました。強化合宿でも形、組手関係なくコミュニケー
ションを取り、チームワークを高めてきました。結果として表れた
こと、また、このチームの一員として戦えたことが本当に嬉しいです。
今大会で間違いなく 1 番のチームだったと思います。
　来年にはシンガポールでアジア大会が行われます。まずは出場を
目指し、そこで優勝することが目標の 1 つです。その他にも、国内
外様々な大会で結果を残し、更に糸東会を盛り上げ、沢山のサポー
トをしてくださっている糸東会にこれからも結果で恩返しができる
よう、頑張っていきたいと思います。 

日本選手団の報告

銀４個、銅４個と多くのメダルを獲得する大躍進を遂げてくれまし
た。そして、閉会式では海外選手との交流を積極的に行い、会話を
しながら写真を撮るコミュニケーション力の高さに今後が益々楽し
みになりました。数年後のこの大会でシニア選手として活躍してく
れることを確信しました。
　日本の強さを発信できたことは、もちろん最高の喜びでしたが、
それ以上に嬉しかったのが、日本の「礼節」を世界に広めることが
できたことです。コートでの立ち居振舞や所作、会場内外でのマナー
を含めた姿勢に称賛の声を数多くいただき感動しました。
　選手を牽引してくれた芝本航矢主将がこう言っていました。「糸東
流開祖である摩文仁賢和先生の教えである『君子の拳』の教えを体
現し続けた最高のチームだと胸を張って言えます」。
　まさに「ONE TEAM」の素晴らしいチームでした。
　摩文仁賢雄宗家、岩田源三会長をはじめ、役員の先生方や審判の
先生方、今大会に携わってくださった全ての方々に感謝申し上げる
とともに、今後の世界糸東流空手道連盟の発展のために、更なる成
長を目指して選手とともに精進して参りたいと思います。本当にあ
りがとうございました。

芝本航矢 東佐江子
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■入潮都麦（オープン大会　16 〜 17 歳　男子組手優勝）

　この大会は自分にとって初の海外試合で、全てが新鮮な体験とな
りました。大会で特に印象的だったことは、どの国の選手も皆真剣
でありながら楽しそうに練習する姿です。また外国人選手の手足の
長さを活かした攻撃は魅力的で大変勉強になりました。そして日本
人選手の強さも印象的でした。どの階級でも活躍し、次々にメダル
を獲得する日本選手団を、その一員として誇らしく感じました。
　私自身は調整時の練習で日本選手団の先輩方に完膚なきまでに打
ち負かされ、実力不足を痛感しました。しかし、強い先輩方との練
習は楽しく刺激的で、学ぶことの多い貴重な時間となりました。
　また、会場で心を動かされたものは「応援」でした。それぞれの
国の応援は多彩で、見ているだけで力をもらえるようでした。中で
も緊張で体が硬くなりそうな時、日本選手団の応援の声が耳に届く
と勇気が溢れ、実力以上の力を発揮することができました。改めて
応援が選手を支え、さらには選手の力を引き出すことに気づき、応
援の偉大さを感じた大会となりました。自分自身の優勝も先輩方と
の練習や皆の応援のおかげだと思っています。
　さらに試合後に行われた「さよならパーティー」では、様々な国
の選手と話す機会を得ました。今回、国籍を問わず空手を愛する仲
間と出会い、交流できたことを嬉しく、また有難く思います。この
ような貴重な経験ができたことに感謝しています。　

■新城凜聖（オープン大会　16 〜 17 歳　女子形優勝）

　私は 2023 年 9 月に行われた糸東会の世界大会に出場しました。初
めての海外・初めての海外試合、何もかもが初めてなことばかりでした。
日本語が通じない他国の言語、不安と希望が入り混じった不思議な気持
ちでした。しかし私は世界大会に出場できるチャンスを与えてくれた両
親に感謝しています。私の家系は親子三代の空手一家です。祖父・父・
姉弟が空手に携わっています。そんな中今回は、大学受験を控えた姉を
除き、私と弟の二人がエントリーしました。
　自信はありましたが不安な気持ちが消えず試合形をやり込むしかあり
ませんでした。それは、8 月に大阪で開催された「第 63 回糸東流空手
道全日本選手権大会」満を持して挑んだ大会で、まさかの二回戦敗退、
全空連競技規定形評価基準の中の「形はダンスではない。格闘技の点か
ら現実的でなければならず、技の集中力、力強さ、存在効果を示す必要性。
優雅さ、リズム、バランス以外に力強さ、パワー、スピードも演舞をしな
ければならない」と、この一心で練習し挑みましたが結果は敗退。周囲
からは力の入れすぎだよと言われどうしたら良いかかなり悩みました。
　そして迎えた、9 月 23 日予選が始まりました。ここで気づいたこと
それは他国の選手はいきなり得意形を使うことでした。そこで私は指導
員である父の言葉「指定形の概念は日本だけ」私たちは日本のルールで
第一ラウンド「第一指定形」第ニラウンド「第二指定形」で用意してし
まいました。他国の選手は難易度の高い形、得意形で来ると思うと焦り
が込み上げてきました。形の試合中なのに各国の応援の迫力が私をさら
に焦らせました。動画でも拍手が起こったりしていたのは見ていました
が、日本の応援とは少し違うように感じました。1 回戦・2 回戦を一位
通過でき 2 日目に繋げることができました。
　2 日目のゴールドメダルマッチ決勝戦は姉弟私の三人が得意とする

「チャタンヤラ・クーサンクー」を使いました。結果は、かなりの点差
で優勝しました。自信はありましたが慣れない他国の地、聞き慣れない
応援合戦、父も負けず一人叫んでいました。日本だと注意を受けてしま
いそうなくらい声を出してくれました。本当に心強かったです。
　優勝が決まりコートを後にした瞬間、緊張の糸が切れ涙が溢れて止ま
りませんでした。そばでついてくれていた監督、応援してくれた仲間達、
父の言葉、応援全てのおかげです。本当に嬉しかったです。
　次はシンガーポールで行われるアジア大会に向けて練習に励みたいと
思います。

日本選手団の報告

新城凜聖 入潮都麦

左から
小出コーチ
三村選手
崎中選手
加登選手
新形選手。

場所：ポルトガル・マトジニョシュ
日程：2023 年 11 月 22 日～ 28 日
　　　（大会日程：24 日～ 26 日）
大会場所：ポルトガル　マトジニョシュ
参加選手：女子形：北口歌桜
　　　　　男子形：佐藤優輝／町田康裕
　　　　　女子組手 -50 ㎏：山川未央
帯同コーチ：小野智香子（選手強化委員）
　

場所：イタリア・ベニス
日程：2023 年 12 月 4 日～ 11 日
　　　（大会日程：24 日～ 26 日）
参加選手：カデット男子 -63 ㎏：崎中舜矢
　　　　　カデット女子組手 -54kg：加登由芽実
　　　　　ジュニア男子組手 -61kg：三村泰生
　　　　　ジュニア男子形：新形駿介
帯同コーチ：小出翔太（選手強化委員） 左から山川選手・佐藤選手・町田選手・北口選手。

　現在、糸東会選手強化委員会では、“トップアスリート強化合宿”
を開催するなど、世界で活躍できるトップ選手を育成している。
　世界空手連盟（WKF）が主催する数々の競技大会に出場する
ためには、選手が競技技術の向上を図るだけでは無理な状況にあ
る。KARATE 1 プレミアリーグ、あるいは世界大会に出場するた

めには、シリーズ A などの大会に出場し、勝利することでランク
インをすることからスタートしなければならない。
　しかし、こうした大会のほとんどが海外各地で行われるため、
個人の努力だけでは限界がある。そこで、優秀な選手を埋もれさ
せず、本会がバックアップすることで、世界で活躍する道筋を作っ
ている。本年第１回のトップアスリート強化合宿で、WKF ユース
リーグ・ベニス大会、第２回合宿では WKF シリーズ A・マトジニョ
シュ大会の派遣選手を選考した。
　こうした世界戦略を目標に掲げ、選手強化を図ったことで、今
回の WSKF の世界大会で、シニア完全制覇という快挙を実現する
原動力となった。

糸東会の世界戦略

◆ WKF シリーズ A マトジニョシュ派遣

◆ WKF ユースリーグベニス大会派遣 
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８
月
５
・
６
日

　

東
京
武
道
館
（
東
京
都
足
立
区
）

第
２
回
全
日
本
空
手
道
体
重
別

選
手
権
大
会

☆
女
子
個
人
組
手
：
第
５
位

　

河
野
愛
華
（
兵
庫
県
） 
か
わ
の
・
あ
い
か

☆
男
子
団
体
形
：
第
５
位
（
大
阪
学
芸
）

　

桑
波
田
世
那 （
大
阪
府
） 
く
わ
は
た
・
せ
な

☆
男
子
団
体
形
：
第
７
位

　
（
兵
庫
県
・
姫
路
市
立
灘
中
学
校
）

　

津
田
健
太
郎
　
つ
だ
・
け
ん
た
ろ
う

　
黒
田
聖
十
　
く
ろ
だ
・
せ
い
じ
ゅ
う

　
谷
口
鉄
慎
　
た
に
ぐ
ち
・
て
っ
し
ん

☆
男
子
個
人
組
手
-67
㎏
：
準
優
勝

　

芝
本
航
矢
（
東
京
都
） 

し
ば
も
と
・
こ
う
や

☆
女
子
個
人
組
手
-55
㎏
：
準
優
勝

　

黒
田
愛
乃
（
兵
庫
県
） 

く
ろ
だ
・
よ
し
の

☆
男
子
個
人
組
手
+84
㎏
：
第
３
位

　

園
田
雅
人
（
愛
媛
県
） 

そ
の
だ
・
ま
さ
と

☆
女
子
個
人
組
手
+68
㎏
：
第
３
位

　

砂
田
依
輝
（
大
阪
府
） 

す
な
だ
・
よ
り
か

　

２
０
２
３
年
10
月
８
〜
10
日

　

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い
（
薩
摩
川
内
市
）

燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体

第
78
回
国
民
体
育
大
会
空
手
道
競
技

☆
女
子
個
人
形
：
準
優
勝

　

東
佐
江
子
（
兵
庫
県
）
あ
ず
ま
・
さ
え
こ 

☆
成
年
男
子
組
手
個
人
戦
軽
量
級
：
準
優
勝

　

芝
本
航
矢
（
東
京
都
） 

し
ば
も
と
・
こ
う
や

☆
成
年
男
子
組
手
個
人
戦
中
量
級
：
第
４
位

　

三
橋
龍
斗
（
徳
島
県
）
み
つ
は
し
・
り
ゅ
う
と

☆
少
年
男
子
個
人
形
：
第
３
位

　

中
島
汰
尊
（
大
阪
府
）
な
か
じ
ま
・
た
い
そ
ん

　

２
０
２
３
年
12
月
９
・
10
日

　

日
本
武
道
館
（
東
京
都
千
代
田
区
）

第
51
回
全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会

☆
女
子
個
人
形
：
準
優
勝

　

東
佐
江
子
（
兵
庫
県
）
あ
ず
ま
・
さ
え
こ

☆
女
子
個
人
形
：
第
３
位

　

大
内
美
里
沙
（
山
梨
県
）
お
お
う
ち
・
み
り
さ

　

２
０
２
３
年
10
月
５
〜
８
日　

中
国

第
19
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会

☆
女
子
個
人
形
：
優
勝

　

清
水
希
容
（
大
阪
府
）
し
み
ず
・
き
よ
う 

☆
小
学
１
年
生
女
子
形
：
準
優
勝　
　
　
　
　

　

三
土
乃
空
（
北
海
道
）
み
つ
ち
・
の
あ

☆
小
学
１
年
生
女
子
形
：
第
７
位

　

早
川
夏
帆
（
三
重
県
）
は
や
か
わ
・
か
ほ

☆
小
学
２
年
生
女
子
形
：
第
３
位

　

中
村
心
陽
（
奈
良
県
）
な
か
む
ら
・
こ
は
る

☆
小
学
２
年
生
女
子
組
手
：
第
５
位

　

橋
本
心
希
（
兵
庫
県
）
は
し
も
と
・
こ
こ
の

☆
小
学
３
年
生
女
子
形
：
優
勝

　

湯
田
優
月
羽
（
奈
良
県
）
ゆ
だ
・
ゆ
づ
は

☆
小
学
３
年
生
女
子
形
：
第
３
位

　

藤
本
こ
こ
ろ
（
兵
庫
県
）
ふ
じ
も
と
・
こ
こ
ろ

中島汰尊

公門稚雲

橋本幹太

湯田優月羽

河野愛華

藤本こころ

三橋龍斗

桑波田世那 

中村心陽櫨新太 橋本心希島田武

空
手
１
シ
リ
ー
ズ
Ａ 

マ
ト
ジ
ニ
ョ
シ
ュ　

２
０
２
３
年
11
月
24
〜
26
日　

ポ
ル
ト
ガ
ル

☆
男
子
形
：
準
優
勝

　

佐
藤
優
輝
（
北
海
道
）
さ
と
う
・
ゆ
う
き

☆
男
子
形
：
第
３
位

　

町
田
康
裕
（
埼
玉
県
）
ま
ち
だ
・
や
す
ひ
ろ

☆
女
子
組
手
-50
㎏
：
第
３
位

　

山
川
未
央
（
埼
玉
県
）
や
ま
か
わ
・
み
お

☆
女
子
形
：
第
５
位

　

北
口
歌
桜
（
兵
庫
県
）
き
た
ぐ
ち
・
か
お

町田康裕山川未央北口歌桜

清水希容津田健太郎・黒田聖十・谷口鉄慎

☆
女
子
個
人
組
手
： 

-54
㎏
：
第
３
位

　

加
登
由
芽
実
（
大
阪
府
）
か
と
う
・
ゆ
め
み

☆
男
子
個
人
形
：
第
５
位

　

新
形
駿
介
（
奈
良
県
）
に
い
が
た
・
し
ゅ
ん
す
け

　

２
０
２
３
年
12
月
７
〜
９
日 

イ
タ
リ
ア

空
手
１
ユ
ー
ス
リ
ー
グ 

ベ
ニ
ス

第
31
回
全
国
中
学
生
空
手
道

選
手
権
大
会

加登由芽実新形駿介

☆
男
子
団
体
組
手
：
第
３
位
（
神
戸
第
一
）

　

橋
本
幹
太
（
兵
庫
県
）
は
し
も
と
・
か
ん
た

◀◀

◀◀
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●
年
会
費
を
３
年
分
一
括
前
納
す
る
場
合
は
、
合
計
金

　

額
の
10
％
割
引
と
な
り
ま
す
。

    令和６年度の会費納入のお願い
納入締切は６月末です

        会費区分  年会費/１年分
年会費/3年分(10%割引)

（）内の金額は割引前の金額です。

６段以上

小・中学生（幼児含む）

理事

５段

４段

３段

２段

初段

一般（段外者）

大学・高校生

￥23,000

￥12,000

￥10,000

  ￥8,000

  ￥7,000

  ￥6,000

  ￥5,000

  ￥4,000

  ￥3,500

  ￥2,500

￥62,100(69,000)

￥32,400(36,000)

￥27,000(30,000)

￥21,600(24,000)

￥18,900(21,000)

￥16,200(18,000)

￥13,500(15,000)

￥10,800(12,000)

  ￥9,400(10,500)

  ￥6,700(7,500)

訃
報 

　

令
和
５
年
９
月
15
日
、
メ
キ
シ
コ
在
住
の
村

山
邦
夫
先
生
が
、
現
地
に
て
ご
逝
去
さ
れ
た
。

享
年
79
歳
。

　

村
山
邦
夫
先
生
は
宮
城
県
出
身
で
東
洋
大

学
を
卒
業
後
、
岩
田
先
生
宅
に
て
修
行
さ
れ
、

昭
和
45
年
３
月
31
日
に
メ
キ
シ
コ
国
に
空
手

道
指
導
者
と
し
て
渡
航
、
53
年
間
の
長
き
に

亘
り
指
導
さ
れ
、
糸
東
流
空
手
道
の
普
及
発

西
日
本
シ
ニ
ア
・
ジ
ュ
ニ
ア

強
化
練
習
を
実
施

空手道 糸東会季刊
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会
費
納
入
の
お
願
い

1940（S15）年 11月生まれ。高校３年次に兵庫県
警察官採用試験に合格。警察学校を経て西宮警察署に
配属。20代後半、結婚を機に退職し義父の会社へ就職。
その直後、糸東流五誓会・國分和夫師範に師事。現在、
兵庫県空手道連盟参与。（一社）全日本空手道連盟糸
東会関西地区協議会参与。兵庫県糸東会参与。

　

兵
庫
県
糸
東
会
参
与
で
、
五
誓
会
尼
崎
近

松
支
部
支
部
長
の
、
大
西
佳
治
氏
が
、
令
和

５
年
６
月
４
日
、
全
日
本
空
手
道
連
盟
「
令

和
５
年
度
公
認
八
段
位
審
査
会
」
を
受
審
し
、

見
事
合
格
し
、
八
段
位
を
取
得
し
た
。

　

和
歌
山
県
出
身
の
大
西
氏
は
、
高
校
を
卒

業
と
同
時
に
兵
庫
県
警
に
奉
職
。
警
察
学
校

を
経
て
交
番
、
交
通
機
動
警
ら
隊
（
白
バ
イ

隊
員
）
と
し
て
主
に
阪
神
地
区
で
勤
務
。
そ
の

後
、
20
代
後
半
で
結
婚
を
機
に
警
察
を
退
職

し
義
父
の
会
社
へ
就
職
。
そ
の
直
後
、
故
・
國

分
和
夫
師
範
（
日
本
空
手
道
糸
東
流
五
誓
会
）

に
師
事
し
空
手
道
を
学
び
始
め
た
。

　

そ
の
後
、
精
進
を
重
ね
、
１
９
８
８
年
に
六

段
位
合
格
、
そ
れ
か
ら
22
年
か
け
て
七
段
位

合
格
、
さ
ら
に
13
年
か
け
て
今
回
の
八
段
位
の

合
格
に
至
っ
た
。
こ
の
間
、
空
手
道
指
導
を
通

し
て
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
図
る
と
同
時

に
、
空
手
道
の
普
及
、
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
。

大
西
佳
治
氏
（
兵
庫
県
）
長
き
精
進

の
末
に
全
空
連
八
段
位
取
得

展
に
多
大
な
る
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
生
前
の
先
生
の
ご
活
躍
を
偲
び
謹
ん

で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

11
月
19
日
、
兵
庫
工
業
高
等
学
校
で
、
園

山
昌
枝・神
宮
隼
斗・西
辻
勝
司・小
野
智
香
子・

原
ち
え
り
・
山
本
将
孝
の
指
導
陣
の
も
と
西
日

本
の
シ
ニ
ア
と
ジ
ュ
ニ
ア
32
名
が
参
加
し
、
合

同
強
化
合
宿
を
行
っ
た
。

　

移
動
基
本
に
お
い
て
は
脱
力
を
意
識
さ
せ

て
前
後
移
動
で
の
突
き
を
行
っ
た
。
始
め
は
動

き
が
硬
い
選
手
も
見
ら
れ
た
が
、
本
数
を
重
ね

る
う
ち
に
脱
力
と
正
し
い
軌
道
を
捉
え
ら
れ

て
き
た
選
手
も
増
え
て
き
て
い
た
。

　

形
は
、
各
々
が
パ
ー
ト
練
習
を
行
い
確
認
で

き
れ
ば
通
し
で
練
習
す
る
ス
タ
イ
ル
で
全
体
の

流
れ
の
中
で
意
識
し
た
箇
所
が
修
正
で
き
て
い

る
か
を
確
認
し
な
が
ら
行
っ
た
。
ま
た
、
足
腰

の
連
動
、
鼠
径
部
の
使
い
方
な
ど
技
術
的
に
も

理
解
・
習
得
の
難
し
い
箇
所
の
解
説
を
行
い
な

が
ら
実
践
し
た
。
最
初
に
比
べ
形
に
安
定
感
と

力
強
さ
が
加
わ
っ
た
よ
う
に
感
じ
た
。

　

組
手
は
、
脱
力
し
た
状
態
で
の
突
き
の
練

習
を
活
か
し
て
ミ
ッ

ト
を
使
用
し
て
中
段

突
き
の
練
習
、
そ
の

後
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

間
合
い
を
意
識
さ
せ

て
同
じ
く
中
段
突
き

に
徹
し
た
。

　

残
心
、
打
ち
終
わ

り
の
姿
勢
に
も
注
意

を
さ
せ
二
次
、
三
次

攻
撃
迄
意
識
し
た
一

本
技
、
技
あ
り
の
獲

得
率
向
上
に
向
け
イ

ン
パ
ク
ト
を
意
識
し

左
右
同
じ
よ
う
に
蹴

れ
る
よ
う
に
中
段
廻

し
蹴
り
を
練
習
し
た
。

　

午
後
か
ら
早
い
構

え
出
し
と
準
備
を
意
識
し
て
中
段
突
き
の
差

し
合
い
、
こ
ち
ら
も
左
右
共
に
練
習
。
そ
こ
か

ら
の
二
次
攻
撃
も
追
加
。
多
様
な
上
段
廻
し

蹴
り
の
練
習
。
そ
の
後
フ
リ
ー
で
打
ち
込
み
、

駆
け
引
き
、
最
後
は
、
試
合
形
式
で
団
体
戦

を
行
い
、
チ
ー
ム
の
一
体
感
を
感
じ
て
一
年
を

締
め
括
っ
た
。

ありし日の村山邦夫先生。

佐
伯
進
氏
「
最
優
秀
審
判
員
」
表
彰

　
『
第
21
回
ア
ジ
ア
カ
デ
ッ
ト
、
ジ
ュ
ニ
ア
＆

Ｕ
-21
空
手
道
選
手
権
大
会
』（
２
０
２
３
年
11

月
６
～
８
日
）
で
、
本
会
所
属
の
佐
伯
進
氏

が
世
界
168
名
中
、
最
優
秀
審
判
員
に
選
ば
れ
、

メ
ダ
ル
セ
レ
モ
ニ
ー
時
に
表
彰
さ
れ
た
。
大
会

前
に
行
わ
れ

た
新
規
審
判

試
験
講
習
会

時
に
は
、
糸

東
流
の
形
講

師
も
務
め
た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

糸
東
会


